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セクシュアリティ、HIV、薬物依存の課題
に向き合うミーティングへの参与過程
－サロン・ド・バザールのリーフレット作りを中心に－
白波瀬 達也＊
はじめに
関西学院大学先端社会研究所では 2016年度から京都市上京区にあるバザールカフェを拠点に活
動する「サロン・ド・バザール」との協働を試みている。
バザールカフェは 1998年に設置されたカフェで、日本基督教団京都教区とバザールカフェプロ
ジェクト運営委員会の共同事業だ。ここはかつて宣教師が暮らしていた洋館で、ウィリアム・メレ
ル・ヴォーリズの建築として知られる。
一見、一般的なカフェのようだが、バザールカフェは就労の機会を得にくいエスニック・マイノ
リティを雇用したり、障がいをもつ人々や引きこもり経験者に就労訓練の場を提供したりと、広い
意味でのソーシャルワークを積極的に展開している。
また、バザールカフェは設立以来、セクシュアル・マイノリティ、HIV 陽性者、薬物依存症者
の居場所および、これらの課題を啓発する場所としても機能してきた。以上の経緯から、このカフ
ェでは 2015年 4月からサロン・ド・バザール（以下、サロン）というグループミーティングを週
に 1回開催している。
関西学院大学先端社会研究所研究員・神学部准教授の榎本てる子は、設立から現在に至るまでバ
ザールカフェに深く関わってきており、10年間、バザールカフェの代表として働いてきた。また、
エイズカウンセラーとしての経験をもつことからサロンの立ち上げにも関与してきた。
質的調査法を通じてマイノリティの生活を社会学的に研究してきた先端社会研究所研究員・社会
学部准教授の筆者は、榎本から「サロンに関わり、異なる学問分野から活動の意義付けをしてほし
い」と依頼された。以上の経緯から、筆者は、2016年度より先端社会研究所とバザール・カフェ
との協働の一環として、定期的にサロンに参与するようになった。
サロンの活動内容
サロンに参加する人たちは、原則的にゲイ男性で HIV 陽性かつ薬物依存をもつ人たちである。
そこに精神保健福祉士の資格を持つソーシャルワーカーの女性が一人関わり、週に 1回のグループ
──────────────
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ミーティングを実施している。参加者は多くの場合、他の自助グループや医療機関を通じてサロン
の存在を知り、サロンに関与するようになった。
バザールカフェにサロンを立ち上げた理由は、「ゲイ男性・HIV 陽性・薬物依存」の複合的課題
をシェアする場所が少ないことにある。セクシュアル・マイノリティの自助グループ、HIV 陽性
者の自助グループ、薬物依存症者の自助グループはそれぞれ存在するが、先述した 3つの課題を安
心して話せる場所が京都には存在しなかった。このような当事者たちのニーズを受け止め、バザー
ルカフェでサロンが始まることになったのである。
サロンの参加者は必ずしも一定しない。常連のメンバーがいる一方で、たまに参加する者、初参
加の者もいる。このようにある程度の流動性を持ったサロンだが、毎回のルーティンは存在する。
まず、カフェスペースでメンバーが昼食を一緒にとり、緊張をほぐしたうえで、別室にてミーテ
ィングを実施する。ミーティングは議題を設定せず、参加者の自由な語りに委ねられている。それ
ぞれ日常的な出来事を話しながら、自分の抱えている課題や経験を吐露する。それに対して、他の
参加者およびソーシャルワーカーがリアクションすることで対話的な場が創られている。筆者が参
加する際もただ観察するだけではなく、適宜質問したり、自分が感じたことを自由に話したりして
いる。
薬物依存症者が多く関わるミーティングの一つに「ナルコティクス・アノニマス（略称：NA）」
がある。ここでは「言いっぱなし、聞きっぱなし」が原則で、対話を前提としていない。サロンは
こうしたミーティングとは異なる形態をとっている。
筆者の約 2年間の関わりのなかで参加者たちが、サロンに「安心できる場」、「安全な場」、「孤独
ではないと感じられる場」を求めていることを知った。一方で、初めて参加する際には、どのよう
な場所か分からないために相当に勇気がいることにも気付いた。サロンは参加者自身が抱えている
課題を分かち合う場所だが、NA のように匿名的であることを必ずしも前提としない場所であり、
また「言いっぱなし、聞きっぱなし」ではない。そのため参加者はプライバシーが守られなかった
り、発言することでかえって傷ついてしまったりするリスクも敏感に感じ取っているようであっ
た。
当初、筆者はサロンの社会的意義を、参与観察から分析しようと考えていたが、そのような学術
的成果を急ぐことなく、まずはメンバーが望むことを先端社会研究所のプロジェクトとして進めて
いこうと考えた。それがサロンのリーフレット作りである。
サロンのリーフレット作り
リーフレット作りは当然、参加者へのニーズ調査から進めていった。そこから把握したものの代
表的な例として、①初めて参加するときにどのような場所かわかるようにしてほしい、②カバンの
中からリーフレットが見えても、それが何の内容なのか分からないような表紙がよい、③ボリュー
ムが多すぎると読みづらい、④洗練された作りにしてほしい、⑤暗いイメージを避けたい、などが
挙げられた。これらの要望を受け、試作を何度か作り、メンバーと一緒に検討し、2017年の 3月
にようやくリーフレットが完成した。
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このリーフレットは広く配布することはせず、HIV 診療をおこなっている医療機関、薬物依存
症者が集う自助グループなど、サロンを必要とする人がいる可能性の高い場所に限定して渡してい
る。また、このリーフレットは参加者自身が同じ課題を抱える「仲間」にサロンを紹介するツール
としても活用されている。
このような形の協働は先端社会研究所としては珍しいケースだと思われるが、筆者自身は、一連
の関与がアクションリサーチとしての性格を備えたものだと考えている。参与観察を通じた学術的
な成果を提示することは今後の課題として残っているが、現状の関わりのなかで提示できるものと
して、リーフレット作りは一定の社会的意義を持つものだと考えている。
サロン・ド・バザールのリーフレット
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